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駒つなぎのイチョウ

　　　　　　茨城県指定文化財　天然記念物

【茨城県日立市大久保町・鹿島神社】

　樹　種：イチョウ

　樹　高： 約 20 ｍ

　幹　周：5.5 ｍ

　樹　齢：約 550 年以上

　鹿島神社は祭神が武甕槌命で、社伝によれば、大宝元年（701

年）４月７日に創建されたという。このイチョウは神木とされ、

鹿島神社の拝殿の前に存在している。

　坂上田村麻呂が奥州の蝦夷征伐の折（801 年頃）、鹿島神社に

戦勝を祈願し、その際神木とされるこのイチョウの木に駒をつ

ないだとつたえられることから「駒つなぎのイチョウ」といわ

れている。

　イチョウは雌雄別株になっているが、このイチョウは雄株で

実は付けない。１本の幹のように見えるが、主幹とあとから出

た支幹が新旧入り混じった複雑な樹姿を形成している。　

（茨城県支部）

※引用　「茨城県の名木・巨樹」　発行：茨城県緑化推進委員会（平成 8 年）
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　「地域リーダーズ」は、「造園建設業界の活性化や輝かしい未来を目指した地域で
の継続的な活動をするためには中心となるリーダー的存在が必要」と、平成 22 年に
創設され、事業委員会・人材育成部会の下部組織として、各総支部１名、総支部長・
総支部事業委員の推薦を受け事業委員長が委嘱しています。活動は、これまでの会議
で合意した「ルールブック」に基づき、講演会、見学会、交流会などを行う「勉強会」
をはじめ、（公社）日本造園学会、日造協「女性活躍推進部会」、造園・環境緑化産業
振興会との連携に取り組み、日造協の会員拡大においてもその推進役を担っています。
　座談会では、「地域リーダーズ　これまでの 10 年、これからの 10 年」をテーマに、
活動の現状や課題、今後の展望を語っていただきました。その概要を紹介します。

座 談 会 出 席 者
　　　松戸　克浩 氏   総リーダー / 関東・甲信総支部（㈱新松戸造園）

　　　古積　 昇   氏　サブリーダー / 東北総支部（古積造園土木㈱）

　　　岩間紀久裕 氏   幹事 / 中部総支部（岩間造園㈱）

         野上　一志 氏　北陸総支部（㈱野上緑化）

　　　田川　 弘   氏　四国総支部（南海造園土木㈱）

　　　小立　 亮   氏　中国総支部（㈱小立造園）

（司会）  清水　謙治  　 （一社）日本造園建設業協会 事業課長

　オブザーバー： 和田 新也  （一社）日本造園建設業協会 会長
                 藤吉 信之  （一社）日本造園建設業協会 専務理事　 
                 成家　岳   （一社）日本造園建設業協会 総務委員会広報活動部会長 

内側の勉強会 ＋プ ラ ス

 今後は外側への発信を
地域リーダーズ　これまでの10年、これからの10年

松戸　克浩 氏

2020 年 新春座談会

清水　地域リーダーズの創設から10年。
認知度とともに活動への期待も高まっ
ています。そのため今回の座談会のテー
マに選ばれたと思っていますが、自己紹
介を兼ねて、地域リーダーズに関わる
きっかけからお伺いします。
小立　地域リーダーズ以前に、弊社は一
度、日造協を退会しており、日造協活動
とは縁がありませんでした。妻の実家の
造園業を継ぐことになり、島根県支部長
の持田さんから、「日造協会員は減った
けど、やる気のある奴しか残ってないか
ら、また戻ってこいよ」と誘っていただ
き、再入会と同時に「副支部長」を引き
受け、現在に至っております。中国総支
部は各県支部長が 50 代、副支部長以下
30 ～ 40 代と若く、歴代地域リーダー
を多々良さん、岡本さんが務め、「いず
れ回って来そう」と思っていたところ、
引き上げていただきました。
　横の繋がりが少ない造園業界で、地域
リーダーズを通じて県内外に繋がりが
でき、さらに勉強会で交流が増え、日々
の活動のエネルギーになっています。
岩間　前地域リーダーの中嶋さんから、
お声がけいただきました。
　造園業者が一堂に集まる機会は少な
く、以前は日造協の総会だけでしたが、
地域リーダーズに参加し、他の地域の
方々と知り合えました。全国に知り合い
ができると、情報交換ができ、地域の特
色が分かり、それによって自分の地域、
自分の状況を知ることもできます。
古積　前地域リーダーズの武田さんか
ら誘われたのがきっかけで、東北の各県
から６名のリーダーが集まり、地域リー
ダーズの活動についてのレクチャーを
受け、懇親会では各県の情報交換を行っ
てきました。その後、地域リーダーズの
改選について東北総支部に打診があり、

平成 28 年から宮城県支部長と地域リー
ダーズを引き継がせていただきました。
松戸　昨年度、京都での勉強会では 200
名を超え、今年度、札幌でも 150 名を
超える大勢の若手が参加しました。歴代
総リーダーが敷いたレールがあったから
こそ動きやすく、地域リーダーズの輪を
さらに広げることができました。
　私は 8 年前に当時の望月千葉県支部
長から「君を千葉県の地域リーダーに任
命する」と言われたのがきっかけです。
埼玉の森川さんによく聞いて、同世代で
頑張れとのことでした。当時は総リー
ダーになるとは考えもしませんでした。
　森川さんは、「ルールブック」に基づ
いて、勉強会を中心に活動する出来たて
の組織だから、「一緒に頑張ろう」と言
われ、その４年後。関東・甲信総支部の
リーダーを松戸にと、平成 25 年度・北
九州の勉強会で代表発表をしました。
　こうして活動する中で、業界のあり方
や「造園」の重要性を発信していかなけ
ればならないと思うようになり、今は「造
園」を後世に残すため、内外でさまざま
な連携に取り組んでいます。
田川　徳島県支部長から、「地域リーダー
になって欲しい。参加してみれば分かる
から」と、平成 26 年度・沖縄の勉強会
に初参加しました。参加するといろいろ
と見聞でき、勉強になると思いました。
　その２年後、四国総支部長から「総支
部のリーダーに決まった」と電話があり
驚きましたが、以来２期４年になります。
　こうした経緯なので、手探りでやって
きましたが、他では聞けない造園にかか
わる法改正の話や、人脈の広がりは魅力
的で、商圏が異なるからか率直なお話を
聞くことができ、規模や業容の異なる多
様な会員がおりますが、共通の話題や同
じような状況だからこその話題もあり、

アドバイスもいただけたりします。
　これらは他では得られず、多くの方が
参加するほど、効果も高まるので、この
輪を広げていきたいと思っています。
野上　地域リーダーズの勉強会に誘われ
ながら、日造協の総会も不参加で、日造
協は敷居が高いと思っていたので、沖縄
の勉強会が初参加になりました。
　沖縄では普天間基地での体験に感動
し、この会は今後も期待できる、何か楽
しいことがあるのではないかと、参加さ
せていただくようになりました。その後
の富山県が当番県となり、自然な流れで
総支部のリーダーを拝命しました。

清水　皆さん、勉強会に参加する中で活
動の意義を見出されたように思います。
　創設当初は「どんな活動をしたらい
いのか」から始まり、現場にすぐ活か
せる技術的な内容を学びたいと「造園
技術フォーラム」などへの参加を経て、
自分たちのやりたいことが明確になり、
指定管理者制度や経営マネジメント、日
造協の歴史などを学ぶことなど、現在
は、技術だけでない内容に変化してい
ます。
　勉強会で学んだことを各地域に展開
することも地域リーダーズの役割です
が、その他、どんな活動をしていますか。

松戸　日造協は 10 総支部で、地域リー
ダーズも 10 名で活動していますが、今
回の座談会が大人数ではできないと聞
き、来期も継続するリーダー６名に限定
しました。全総支部の紹介できないこと
が残念です。
　関東・甲信総支部は、ロープ高所作業
特別教育の講習会を企画しました。１都
8 県と大人数になることから、近い地域
で３グループに分け、講師をお迎えした
り、実技の講師を地域リーダーが務めた
りと計３回開催しました。特別教育の必
要性から実施しましたが、これが日造協
全体の特別教育につながりました。
　今年度は、２つの勉強会を行いまし
た。１つは群馬県支部の協力で山梅さん
を会場に実施し、日造協の「女性活躍推
進部会」（以下、女性部会）の「出前講座」
を皆で聞こうと、女性 4 名を含む 28 名
が参加しました。①中国での日本式温泉
づくりの構想の段階からの取り組み、②
街路樹植替えにおけるイチョウの新品種
“ センセーション ” 導入推進、③造園業
の AI：人手不足の補完や業務効率化の
ためのロボット芝刈り機や温水による除
草機械などをご紹介いただきました。
　２つ目は、山梨県支部の協力で小淵沢
の会場に女性 3 名を含む 24 名が参加し、
①山梨県支部の「山梨未来プロジェクト」
②農業法人としての取り組みとその可能
性などをご紹介いただき、いずれも貴重
なお話をお聞きすることができました。
小立　中国総支部の活動は体育会系です

（笑）。総支部長の正本さんというリアル
リーダーのもと、行政機関との意見交換
や各種講習会、勉強会、本部委員会の参
加など慌ただしく活動しています。当時、
持田さんが会員拡大プロジェクトを担当
されていた経緯もあり、総支部を挙げて
の会員拡大に頑張ってきました。
　具体的には、日造協活動についての説
明会を行い、各県支部でも個別に会社訪
問するなど入会促進に向けてのフォロー
活動を続けてきました。総支部内でも地
域リーダーズの活動費を予算計上してい
ただくなど、会員外の皆さんの交通費や

懇親会費などの一部を補助することで、
説明会に参加しやすい環境も整えてきま
した。その結果、中国総支部内で 10 社
程度の会員拡大に繋がり、活動も賑やか
になりました。
　ただ、最近では会員を単に増やせば良
いというものではなく、業界活動につい
て価値観の共有なども大切だと考えてい
ます。お付き合いでご入会いただいても、
その後続かなかったりするのは、入会し
た会社も日造協にとっても残念なことで
す。今年は全国都市緑化フェアの開催地
が広島ですから、これに合わせたリー
ダーズ活動も考えていきたいです。
野上　北陸総支部は帰宅部かもしれませ
ん（笑）。北陸総支部の勉強会への出席
率は低く、石川の勉強会を転換点にと期
待しましたが、劇的には変わりませんで
した。十分に良さを伝えきれていない自
身の反省もあり、改善したいと思います。
　最初から関東・甲信総支部のような取
り組みはハードルが高いので、全国の勉
強会に一緒に参加していただくこと、北
陸１県１リーダーも不完全なので、体制
づくりからだと思っています。
清水　最近は全国の勉強会を総支部持ち
回りにし、その地域でまだ参加していな
い方に多く参加していただき、地域リー
ダーズや日造協を知ってもらおうとして
いますが、地域の温度差がなかなか解消
できないというジレンマもあります。
田川　帰宅部の四国総支部です（笑）。

各地域での取り組み　地域の温度差も課題に

（代理）
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　四国は人口が目に見えて減り、工事の
発注も少なく、会員拡大も難しい現状に
あります。また、ベクトルが違う方を誘っ
ても、うまくいかないことも分かるので、
無理なお誘いはしていません。
　生き残りをかけ、今後どうしたらいい
か、新たな事業の創出が必要と、四国な
らではのお遍路さんに関係したことを検
討したところ、88 ヶ所霊場は世界遺産
登録目標を始め、すでにさまざまな動き
があるものの、各霊場をつなぐ道はあま
り注目されていないことが分かり、これ
を対象にしました。
　現在も NPO などが頑張っていますが、
人やお金が集まらず、手が回らないのが
現状です。そこで今年から５年計画で道
の改善に着手し、四国の文化をできるだ
け良い状態で伝えようとしています。
　こうした取り組みが日造協への理解や
入会にもつながったりするのでではな
いかと、まだ成果は報告できませんが、
ちょっとずつ動き出したところです。
岩間　会員の少ない中部総支部は、活動
への参加も多いとは言えませんが、昨年
は北海道総支部から 30 名が来られ、地
域の皆でご案内しました。中部への視察
は結構あり、いつでもウエルカムなので、
こうした交流を行っています。
松戸　横のつながりができてきたので、
総支部・支部間の交流は増えています。
古積　地域リーダーズになった年が東
北総支部での勉強会の年となり、例年 2
月の開催でしたが、紅葉をみていただき
たいと 11 月に変更させてもらい、岩手・
宮城の県をまたいだ勉強会に全国から
130 名を越える方が来られました。
　初日は、被災地の復興事業、東北地方
の植生についての基調講演と交流会を行
い、２日目に世界遺産に指定された平泉
の中尊寺や毛越寺庭園、大型バスで仙台
に移動しケヤキ並木で有名な定禅寺大通
りの街路樹を視察、大径木の管理手法に
ついて説明させていただきました。
　東北の地域リーダーは６名で、現在は
持ち回りで各県をまわり一泊での交流を
行っています。勉強会では、地元を代表
するような庭園をはじめ、公園や街路樹
を視察し、夜は地元の美味しいお酒を飲
みながら意見交換を行いますが、地域で
の抱えている問題や課題、このような営
業をしているなど、とても参考になる話
しを聞くことできます。地元ではなかな
か腹を割って話しができない部分もある
ので、その辺りがリーダーズの良いとこ
ろかも知れません。

　また、7 月の群馬の勉強会にオブザー
バーとして参加しました。勉強会では、
管理が容易な新樹種の紹介や薬剤を使用
しない温水による除草作業、無人での自
動芝刈機などの実演がありました。
　情報としては知っていても、導入に
至ってないものはたくさんあり、造園従
事者の高齢化、入職者の減少を考えれば
このような機会を作って、良いものはど
んどん取り入れるべきだと思いました。
清水　地域リーダーズが活動する上で、
総支部・支部の役員の方々に理解してい
ただくことも必要だと思いますが、その
点での工夫や課題など何かありますか。
松戸　地域リーダーズの認知度は高まっ
てきましたが、私が総リーダーになった
２年前でも、メンバー以外の方は、「地
域リーダーズってなに？」と聞く方がほ
とんどで、その原因の一つは、各総支部
や支部に「ルールブック」の存在が伝わっ
ていなかったことでした。
　ですから、改めて総支部と支部に「ルー
ルブック」をお送りし、「知らない、分
からない」ということがないよう、その
徹底に最初の２年間を充てました。
　まだ総支部・支部の温度差はあります
が、役員の方々の理解を得やすい環境が
でき、少なくとも「地域リーダーズって
何？」と、確認する方は減ったはずです。
　現在継続中のその後の２年は、女性部
会や日本造園学会、造園・環境緑化産業
振興会との連携に取り組んでいます。
　群馬の話をしましたが、地域リーダー
ズが活動するときは、女性部会にもお声
がけし、各総支部や支部に女性部会の活
動を紹介したり、「出前講座」を呼んで
みてはとお勧めしています。
　出掛ける時には、女性部会が担い手と
なる方々への理解を深めるために作成し

た『造園建設業の仕事入門』と『女子力
アップで二人三脚ワーキング』を持って
いき紹介しています。女性部会は酒井部
会長のもとパワフルで行動が早いです。
　地域リーダーズは、まだワンデーレス
ポンスには到底及ばず、もっともっと早
く歯車が回るようにしたいと思います。
　しかし、10 総支部・47 都道府県支部
それぞれの事情もあり、前総リーダーの
當内さんが提言していた組織体制の強化
は今も課題なので、重要度を高めてしっ
かりやらなければなりません。
　学会については、昨年、筑波大学で開
催された全国大会に合わせた地域リー
ダーズの勉強会を行い、先生や学生とも
交流を図りました。全国大会は毎年、造
園関連大学で開かれるので、今後も積極
的に参加していきたいと思っています。
　昨年、勉強会の翌日、学会の北海道支
部講演で学生の方に「造園という素晴ら
しい仕事があるのに、就職先の造園会社
が見当たらない。もっと造園業の PR を
していただけませんか」と言われました。
　就職活動で造園業者の情報は数えるほ
どしかなく、リクナビやマイナビに登録
されていないと、ちゃんとした会社では
ないように思えるということでした。
　私たちは、人手不足と言っていますが、
これをきっかけに現在の学生さん向けの
PR をしていなかったと反省し、電車の
車内広告を自社で出しました。キャッチ
フレーズは「人と自然の未来を創る」と

「造園」を意識し、業界の認知、イメー
ジアップに繋げることを意識しました。
　造園は、日々の仕事も素晴らしいです
が、昨年の豪雨災害など、災害時にも緊
急対応などに取り組み、地域貢献もして
います。こうしたことを PR していくこ
とも私たちの役目であり、急務です。

清水　お話の中でいくつか展望も出てき
ました。地域リーダーズのさらなる展開、
展望があればお伺いしたいと思います。
松戸　最初に話した「造園」という素晴
らしいものづくり文化を後世に残すこと
が展望です。こうしたいと思ったことは、
すぐに対応してきたと思っていますが、
諸事情で思うようにならないこともあり
ます。また、考えるだけでなく、常に行
動し、改善してきたのが地域リーダーズ
で、これからもそうだと思います。
　私は、会員拡大プロジェクト推進部会
にも参加していますが、こうした地域
リーダーズの取り組みが成果として現
れ、平成 27 年度から地域リーダーズの
活動に予算が付くようになりました。
　行動するから課題が見つけられ、改善
できます。実践を重ねているのが地域
リーダーズで、実践での学びをノウハウ
として共有できるようになっています。
　裾野を広げることは協会活動の根底と
して大事です。会員が少なければ業界の
ＰＲにも繋がりません。こうしたことか
らも、日造協を知ってもらう場や入会し
た後で人脈や知識を広める場となる地域
リーダーズの勉強会は、今後も大切にし
ていかなければなりませんし、学生の

方々、さらには、その親御さんの世代や
先生にも、造園の必要性を知っていただ
かないと、「周囲の反対があって造園を
諦めた」となってしまいます。
　造園の仕事は多岐にわたり、学界、設
計、行政、技術者、技能者に、女性や外
国人もいたり、分野や年齢、性別も多様
で、いろいろな人がいて、生きがいを持っ
て働いています。それらを紹介したり、
業界の一人一人が「造園」は素晴らしい
と言えるようにすることが大切です。
小立　中国総支部内では 20 ～ 30 代の
経営者も多く、県支部ごとの地域リー
ダーが決まっています。こうした体制を
取ることで、「次は君たちの番だよ」と
いう自覚を促すことにもなります。今は、
SNS を通じて会議などの写真を送れます
ので、常に情報を共有しておけば、その
時は参加できない人も情報を得ることは
できますし、次も参加しやすいのではな
いかと思います。なかには、SNS が苦手
な人もいますから、いろいろな方法を活
用して情報共有したいところです。
　また、若い経営者には、現場技術は大
丈夫だけど、経営や営業のことを勉強し
たいという声も聞きます。同じ地域の同
業者に話しにくいことも、違う地域の人

とだったら話しやすいというのは、皆さ
んがおっしゃる通りですので、積極的に
交流して欲しいですね。
　人手不足の問題も、今まで通りのこと
しかせず嘆くのでは状況は変わりませ
ん。日造協が主催する「全国造園デザイ
ンコンクール」の参加賞や入賞を、地元
の学校に支部会員が直接お届けするよう
になってから、学校との繋がりが出来ま
した。この機会を通じて、造園業界へ１
人でも多くの学生が就職してくれるよう
な活動に繋げられたらと考えています。
清水　全国造園デザインコンクールは、
これまで表彰式に出られる特別賞受賞者
以外の賞状は学校に郵送しているだけで
した。平成 28 年から支部の役員の方に
手渡ししていただく方式に変え、昨年は
9 支部が実施しています。
小立　私たちの支部でも学校に直接お届
けに参りましたが、この頃は自由登校の
時期で、受賞した生徒さんに直接会えず、
担当の先生に渡すだけになりました。開
催時期の変更とか、少し工夫することで
デザインコンクールをもっと活用してい
けるのではないかと思います。
　また、造園学科がある地元の高校では、
学生の半数が進学、半数は他の業界へ行
くなど、造園業界への就職はほとんど無
いようです。学生たちは造園を学んでい
るわけですが、その業界に進まない背景
には、親御さんが「一年中外仕事で、仕
事がキツイ業界」との認識で反対される
こともあるそうです。さまざまな課題が
あると思いますが、業界を挙げて取り組
むべき事案ではないかと思います。
松戸　そこにいち早く対応したのが女性
部会で、造園学科があるのに造園に就職
する人が少ないのはもったいないと「出
前講座」にて造園への理解を広げていま
す。しかし、女性部会にも限界があり、
私たちも連携しなければなりません。
古積　勉強会という形の盛り上がりは継
続し、外側への働き掛けも必要です。
　今後の担い手、学校へのアピールなど、
私もまだできていませんが、皆さんの言
う通り、何かしなければ変わりません。
そういう取り組みが広がり、業界で協力
し合う必要性が理解され、結果的に入会
促進になればいいと思います。県で充分、
日造協は敷居が高いと感じている方は多
いですが、人手不足は共通の課題です。
　群馬での勉強会に参加した際、気がつ
いたことがありました。何か違うなと
思ったら、それは上下ともに統一された
作業着（制服）でした。男性も女性も一

小立　 亮   氏

会員数の拡大、人手不足対策について

古積　 昇   氏



事で、こうした取り組みは日造協だけで
なく、造園・環境緑化産業振興会などと
連携してやっていけるのではないかと思
います。
松戸　振興会の造園関連 6 団体との連
携は、當内総リーダーの時に造園全体の
若手の連携を要望し、日造協から振興会
に働きかけて、2017 年に実現しました。
清水　どの団体にも関連するテーマで
と、これまで「地域創成」と「防災」、
今年は「女性活躍」をテーマに実施しま
す。
　皆さんがお話しされていたように、地
域リーダーズの取り組みがいろいろなと
ころで成果を上げています。一方、まだ
課題も多いですが、今後の活動に多くの
期待が寄せられています。すべてに応え
るのは大変ですが、造園を知ってもらう
きっかけづくりなど、一つ一つ会員各社
や地域で取り組んでいることが大切で
す。グリーンインフラへの対応など、話
題は尽きませんが、今後地域リーダーズ
が 10 年、20 年と続き、その頃皆さん
は日造協の役員などに就き、さらに活躍
されると思いますので、今日の想いを胸
に、地域リーダーズの活動を応援してい
ただき、さらなる造園業、造園の発展に
つながっていってほしいと思います。
　本日は長時間にわたり、貴重なお話を
ありがとうございました。
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様で、とてもお洒落に見えたのが印象に
残っています。技術力は当然のこと、見
た目も大事なんですね（笑）。
　話は変わりますが、10 月に開催され
た北海道の勉強会では、講師の真鍋庭園
の真鍋社長さんから「北海道ガーデン街
道」のお話しがありました。個性のある
７つのガーデンが連携をとってアピール
することで大きな宣伝となり、自然に人
が集まってくる。ネットワークが大切で、
どこが一番ではなく、他のガーデンを褒
め合う心掛けが、そこにも行ってみよう
という気を来訪者に起こさせ、相乗効果
が生まれる。個々は小さくても、まとまっ
て業界をアピールしていけば、この造園
業界も発展していくと思いました。
松戸　北海道では、歴代の総リーダーか
らのお話もありました。とても好評で、
聞けて良かったと、メールや手紙も届い
ています。こうした内側の勉強とともに
外側へのアピールは大事ですね。
　私たちの仕事の多くは業務委託で、頼

まれた仕事を一生懸命にやる、どちらか
というと裏方で、外側の方々の目につき
にくい仕事かもしれません。
　昨年は、地元の千葉県が台風災害に見
舞われ、造園の皆さんは、事前に緊急対
応の準備をし、災害対応を行うなど、大
事なことをきっちりやっています。それ
を言わないことが美徳の時代もあったか
もしれませんが、それでは埋もれてしま
います。逆に、存在を知ってもらい、もっ
と造園を利用してもらえばいいのです。
　また、今回の災害対応では、地域リー
ダーズのつながりがあったからこそ対応
できた部分があります。昨年の新春座談
会は「防災」がテーマで、広島の豪雨対
応の話を正本さんがしています。私は災
害で発生した大量の一般廃棄物について
の対応をお聞きし、役立ちました。
　広島でも千葉でもどこでも、災害に備
え、発生したら自分より地域の対応をし
ている、そんな業界です。もっと造園は
凄いと自分たちで発言しないと。

田川　私もそう思います。凄いし、楽し
い。まず経営者自身が本気でこの仕事、
うちのやっていることは素晴らしく夢が
あり、みんなで幸せになりましょう、と
ならないと、社員の人たちは、もっと大
変なので嫌になっちゃう、続きません。
　私は、そういう理想論とか夢を語るの
は、嫌いで言いたくない方でした。でも、
大変だというより、楽しい、すごい、と
言っている方が皆気持ちがいい。
　いきなりは無理ですが、徐々にそうい
う会社、業界にして、昔ながらの造園屋
さんではなく、変わっていかなければな
らない部分もあるので、地域リーダーズ
がその先鞭になれたらいいと思います。
岩間　それぞれの地域で内容は、多少
違っていたりしますが、人手不足などの
対応は、共通の課題なので、できること
をどんどんやった方がいい。
　名古屋地区はトヨタさんやその下請け
など製造業での採用が多く、年間 120
～ 130 日の休みが多くなっています。
　しかし、造園はなかなか時間的な合理

化は難しく、現場によっては、しばらく
休みが取れなくなることもあり、違う魅
力を打ち出さないと採用は困難です。
　大きな建設会社でも、まったく応募が
来ないところもあり、造園は建設業の中
ではイメージは良い方ですが、こちら側
の対応を変えていく必要があります。
　私は女性の採用について、造園の現場
は厳しいだろうとずっと思い、設計や積
算、指定管理もしているので、そこでの
活躍を期待して、女性を採用していまし
た。しかし、現場をやりたいという女性
もいます。来年度６名を採用しますが、
そのうちの一人は工務部です。続けられ
る環境づくりを改めて考えています。
　これに関連し、築 50 年の社屋にいろ
いろ問題も出てきており、そろそろ限界
だと立て直しを計画中です。東北で古積
さんのきれいな社屋を見せていただきま
した。ここで働きたいと思ってもらうこ
とも大事です。そんなことも含めて、将
来への投資として、準備をしています。
小立　私も求人票を提出するときに、最
近は年間の休日は 120 日くらいが必要
ですねと言われて、それは無理だ…と思
いました。会社の決め手は、給与と休日
がメインの時代になりつつありますか
ら、造園の仕事がしたい、この会社に入
りたい、という気持ちが強く無ければ定
着も難しい気がします。造園業の素晴ら
しさを対外的に PR していく取り組みが
必要です。
野上　もう皆さんが言われていますが、
社会や地域に必要とされない業界は廃れ
るし、会社は存続できません。
　造園の魅力は、僕らみたいにどっぷり
つかっている人より、異業種が早くから
注目し、外国の人たちが、意外な魅力を
発見してくれます。それをうまく発信し
ていく、やり方があるのではないでしょ
うか。
　また、女性が活躍していない業界は発
展しないといいますが、そういった部分
で女性部会にこれからも活躍していただ
きたいです。日造協全体でみると女性は
まだまだ少ないような気がします。
清水　これまでの地域リーダーズに女性
はいませんし、総支部長や支部長にも女
性はいないですね。女性だけの特別な部
会だけでなく、女性が委員会に普通にい
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るようになれば、いろいろな意見がいた
だけ活動の幅も広くなると思います。
松戸　勉強会などには女性の参加も増え
ているので、そういう方向になっていく
と思います。
野上　富山県で鋳物をつくっている会社
の社長が、工場見学に来た母親が子供に

「勉強しないとこんなところで働くよう
になるよ」と言っているのを聞いて、「こ
れじゃうちの会社どころか、業界もなく
なる」と危機感を覚え、鋳物職人の地位
を取り戻すと奮起した結果、魅力的な製
品を生み出し、現在では工場見学に年間
12 万人が訪れ、銀座に直営店を出すま
でに急成長しました。
　鋳造は暑くて危険だし、大変な仕事で
す。でも、見学した子どもたちは、「将来、
ここで働きたい」と口々に言うそうです。
造園も機械化や合理化ができるところは
すべきですが、外仕事が多く、手間が省
けず、きつかったり、辛かったりするこ
とはなくならないと思います。しかし、
それを乗り超える想いや、やり甲斐があ
るから、仕事が続けられたり、もっと頑
張ろうと思えるのではないでしょうか。
清水　会員の方でも、小学校の総合学習
や環境教育で、子どもたちに環境や自
然、造園の話をされている方が多くいま
すし、インターンシップも各社いろいろ

なカタチで実施されています。
松戸　当社でもインターンシップを受け
入れていますが、支部や県造協、組合単
位で実施しているところも多くありま
す。学生さんは、造園の仕事を真剣に考
えている人が半分、単位が欲しい人半分
といったところです。
　うちでは、造園の魅力が伝わることを
インターンシップでしてもらうようにし
て、造園業界の PR になることを意識を
してやっています。とにかく、造園の魅
力が伝われば、造園のファンが増えます。
　実際、違う地域の造園企業に就職した
のを聞くと、残念に思いますが、役割は
果たせたと思っています。

野上　造園の領域は大変広く魅力的であ
ることをもっと発信したいですね。
　サッカースタジアムの芝を管理するグ
リーンキーパーは憧れの仕事で、学生に
も人気があり皆なりたがるそうですが、
これも造園の仕事なのに一般にはあまり
知られていません。
松戸　グリーンキーパーの話は、『二人
三脚』にも出てきます。J リーグの人気
チームの会長が造園会社の社長だったり
もします。それは造園そのものの魅力と
は違いますが、社長、上司の魅力なども、
仕事を続ける上ではとても大切です。
　また、幼稚園～小学校低学年の女子に
人気の職業として「花屋さん」があります。
こうしたところも大切にしたいですね。
古積　地元の高校にお邪魔した際、校舎
入口の横断幕に「全国高校生 花いけバ
トル準優勝」とありました、校長先生に
話を聞くと５分で競う生け花の競技会で
した。高校生の花いけバトルは、日本の
花文化をいまの時代にふさわしいかたち
で育むために企画されたそうです。北京
世界園芸博覧会に視察で行った際にも、
プロの花いけのデモンストレーションの
ステージがありましたが、演出、スタイ
ルともにカッコ良く、こんなことやって
みたいなと思えるような素晴らしいもの
でした。
　一昨年から、「軽トラガーデン」を宮
城県川崎町にある国営みちのく湖畔公園
で実施させていただきました。軽トラの
荷台の庭を見て、「へえ～」「すごいね」
と驚く人たちが多く、PR はもちろん、
出展者も喜んでおりました。
　具体的にできること、実際にやること
が大事で、造園に少しでも興味を持って
もらうようなことを積極的に行なってい
きたいと思います。
野上　大きな話では、「グリーンインフ
ラ」があり、言葉が一人歩きしているよ
うに思います。「SDGs」もそうですが、
これらに造園がどう具体的にかかわって
いけるのか、きちんと取り組むことも大
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